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衆
議
院
議
員
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提
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質
問
に
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る
答
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一
及
び
三
に
つ
い
て

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、「
生
活
対
策
」（
平
成
二
十
年
十
月
三
十
日
新
た
な
経
済
対
策
に
関
す
る
政
府
・
与
党
会
議
、

経
済
対
策
閣
僚
会
議
合
同
会
議
決
定
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
「
単
年
度
の
措
置
と
し
て
今
年
度
内
に
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
実
施
方
式
等
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

「
安
心
実
現
の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
」
（
平
成
二
十
年
八
月
二
十
九
日
「
安
心
実
現
の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
」
に
関

す
る
政
府
・
与
党
会
議
、
経
済
対
策
閣
僚
会
議
合
同
会
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
家
計
へ
の
緊
急
支
援
と
し
て
、
特
別
減
税

を
「
平
成
二
十
年
度
内
に
実
施
す
る
た
め
、
規
模
・
実
施
方
式
等
に
つ
い
て
は
、
財
源
を
勘
案
し
つ
つ
、
年
末
の
税
制
抜
本

改
革
の
議
論
に
併
せ
て
引
き
続
き
検
討
す
る
」
こ
と
と
し
て
い
た
。
一
方
、
家
計
へ
の
緊
急
支
援
と
し
て
の
効
果
を
よ
り
迅

速
に
実
現
し
、
か
つ
、
低
所
得
者
に
も
広
く
公
平
に
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
に
は
、
減
税
方
式
よ
り
も
、
給
付
方
式
に
よ
る
こ

と
が
よ
り
適
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
生
活
対
策
」
に
お
い
て
、
定
額
給
付
金
を
、
総
額
二
兆
円
を
限
度
に
、
単
年
度
の
措

置
と
し
て
今
年
度
内
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



四
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
十
一
月
十
二
日
の
与
党
合
意
（
以
下
「
与
党
合
意
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
市
町

村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
所
得
制
限
を
設
け
る
場
合
の
所
得
の
下
限
が
、
千
八
百
万
円
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
所
得
税
に
お
い
て
収
入
が
二
千
万
円
（
給
与
所
得
控
除
後
の
所
得
で
約
千
七
百
三
十
万
円
）
を
超
え
る

者
に
つ
い
て
、
確
定
申
告
の
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
等
を
勘
案
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

与
党
合
意
に
お
い
て
、
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
、
給
付
対
象
と
な
る
者
に
つ
き
所
得
制
限
を
設
け
る
か
否
か
を
各
市
町
村

に
お
い
て
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
、
所
得
制
限
を
設
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
市
町
村
に

つ
い
て
は
、
そ
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
混
乱
」
や
「
不
公
平
感
」

を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

住
民
に
身
近
な
行
政
は
で
き
る
限
り
地
方
公
共
団
体
が
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
り
、
ま
た
、
定
額
給
付
金
は
、
主
と
し
て
、

市
町
村
が
管
理
す
る
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
を
給
付
対
象
と
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
町

二



村
が
そ
の
事
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

今
後
、
地
方
公
共
団
体
と
十
分
に
意
見
交
換
を
行
い
、
定
額
給
付
金
に
係
る
事
務
が
円
滑
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な

仕
組
み
を
早
急
に
構
築
し
て
ま
い
り
た
い
。

八
に
つ
い
て

定
額
給
付
金
に
係
る
課
税
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

九
に
つ
い
て

定
額
給
付
金
を
二
兆
円
規
模
で
実
施
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
「
短
期
日
本
経
済
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
（
二
〇
〇
八
年
版
）

の
構
造
と
乗
数
分
析
」
（
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
二
〇
一
号
）
の
乗
数
を
用
い
て

推
計
す
る
と
、
今
後
一
年
間
で
は
、
実
質
国
内
総
生
産
を
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
押
し
上
げ
る
効
果
が
あ
る
と
試
算
さ
れ

る
。

十
に
つ
い
て

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
内
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


